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Ｇ２０大阪サミット実現までの経緯（誘致～閣議了解）

H29年 9月25日 国 各都道府県 政令指定都市 2019年日本開催 Ｇ20サミット及び関
係閣僚会議 開催地     誘致希望調査 実施

11月 9日 副首都推進本部会議において、府・市共同で、Ｇ20サミット首脳会議の誘
致に向け、国に応募することを確認

11月13日 Ｇ20サミット首脳会議の誘致に向け、府・市共同で国へ応募

H30年 2月20日 Ｇ20サミット首脳会議の大阪開催が決定

4月 2日 開催日（2019年6月28日 29日）が決定

4月10日 大阪開催     閣議了解

【大阪開催の概要】
○時期

○開催会場等
・会議施設
インテックス大阪（大阪市住之江区）を会場として使用

・空港
関西国際空港 大阪国際（伊丹）空港 神戸空港 一体的 活用

・参加者
各国首脳や国際機関のトップをはじめとする政府関係者
海外プレス等（約2500名）、スタッフ（約２万人）など、約３万人が参加
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2019年６月28日 29日の２日間開催



Ｇ２０大阪サミット開催に向けた事務局体制

Ｈ３０年3月 6日 2019年Ｇ20大阪    関西推進協力協議会（府 市 関西広域連合 
経済界で構成）を設置

4月 1日 同協議会に事務局を設置

２

事務局長
事務局次長（総括）
事務局次長（企画担当）
事務局次長（事業担当）

【総務部】（12名）
総務部長
部長（調整担当）
部長（調整担当）

【企画部】（17名）
企画部長
部長（広報企画担当）
部長（広報企画担当）

【事業調整部】（14名）
事業調整部長
部長（住民調整担当）
部長（事業者調整担当）
部長（警備調整担当）

・総合調整、国・政財界調整、 ・府庁・市役所内推進体制
・協議会の運営、事務局の庶務

・広報・報道、PRイベント、 ・地元主催レセプション、
・ボランティア運営、宿泊センターの運営
・来場者輸送 ・プレスセンター、プレスツアー

 住民 事業者 立入規制等調整 
 危機管理 施設管理（会場 道路等）
・府警との連絡調整

（各部の主な業務）

府 市 経済界 府警 近隣
府県 計

15名 15名 10名 ２名 ５名 47名

（職員派遣元の内訳）

※4/16現在の配置数：37名
近隣府県は、兵庫県 奈良県、和歌山県、徳島県
※今後、京都府からも派遣予定
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Ｇ20大阪    関西推進協力協議会
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会長：知事 会長代行：市長

Ｇ２０大阪サミット開催に向けた体制について
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Ｇ20大阪サミット推進本部
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※府市関係部局や区役所等が、知事・
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地元の理解・協力機運の盛り上げについて
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※その他の取組については、国との役割分担の協議を踏まえ、今後、地元としての具体的対応をお願いする


